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愛知県で初開催の「中央社会保障学校」は、8 月 28-29 日に名古屋会場と全国をオンラインで結ん

で終了しました。コロナ禍非常事態宣言等が多数発令される中、全国のみなさんの協力で無事に成功

させることができました。ありがとうございます。         

愛知から 2 日間で 182 人受講 愛知は登録 124

人、１日目、会場に 58 人、Web 参加 49 人 計 107 人。２

日目会場 58 人、Web 参加 24 人の 82 人。のべ参加者

182 人でした。 各団体、個人のみなさまのご協力に感謝

します。愛知社保協もコロナ禍で新たなスタートができた

こと、力を蓄えたことを力に運動を飛躍させましょう。 第

48 回中央社会保障学校は、安達克郎氏（学校長、大阪

社保協会長、中央社保

協代表委員）と、森谷光

夫氏（現地実行委員長、

愛知社保協議長）が開会挨拶を行いました。 

 

コ

ロナがあぶり出した社会の課題として自然との関係の在り方の課題、

戦後最悪の経済危機の急加速という実態を告発し、新自由主義から

の脱却が求められていると強調。いのちを暮らしを守る社会の到達

点を、「幸福」大国デンマークなど北欧各国に注目して紹介しました。

そして、日本の課題として野党共闘の強化へ市民が声を上げること

の重要性を指摘し、いのちとくらしを守る政治を政権交代で、と結びま

した。 

 参加者からは、●コロナのあぶりだした諸課題を、大きな視野から整理いただき、大変参考に

なりました。当面する政治課題を具体的に掘り下げ明確な展望を指示していただきました。●

現在ニュースで報道されている時事情報や、日本と北欧の幸福度・GDP の差、またその歴史を

とてもわかりやすく説明していただき、現在日本がおかれている経済の状況やアメリカ・中国

との関係性を学ぶことができました。●2015 年の安保法制廃止、市民連合と野党共闘の共同の

闘いで日本で初めての市民が自分たちの権利を実現する政治改革が始まったとの指摘や北欧デ

ンマークとの比較で日本の政治の現状を捉える視点、気候変動問題と経済成長をどのように理

解すべきかという視点がとても勉強になりました。とても希望の描ける話でした。●日本の政

治について学生時代に勉強する機会がなかったのですが、野党のコロナに対する方針やコロナ

後の社会を切り開くための今秋選挙の大切さを改めて感じることができました。 



。

続いて、入門テキスト編集に携わった久保田直正

氏（全日本民医連）、曽根貴子氏（全国保険医団

体連合会）が、若い世代の職員とのフリートークや

「私たちの暮らしと社会保障」を具体的に考える大

切さを報告しました。参加者からは、●大学や専

門学校で「社会保障・社会福祉」の講義をし

ており、学生に、いかにわかりやすくその意義を伝えられるかに苦心しており、大変興味深く

拝聴しました。「社会保障入門テキスト」の作成も、コロナ後の本来の社会保障再生のために、

時期を得た企画でした。●20 代 30 代の選挙への関心が低く、社保の活動が若い人に広がる機

会が少ない。私自身も社会保障についての学習会には民医連・健康生協に就職するまで一部の

限定的な事項しか学んだことはなく、政治についての学習は皆無でした。労働形態や働く環

境・内容についても考えを改める機会になりました。など、社会保障入門テキストへの関心も

一気に高まりました。 

コーデイネーターは、長友薫輝氏（三重短大教授）、シン

ポジストは、シンポジスト：医療の現場：大島民旗氏・

医師・大阪民医連会長/全日本民医連副会長、保健

所・公衆衛生の現場：塩川智代氏・保健師/名古屋市

職労副委員長、保育、子育の現場：武藤貴子氏・保育

士・自治労連保育部会事務局長/名古屋市職労、愛知

県の支援活動 ：竹内創氏・愛労連・事務局長)◎コ

ーデイネーター：長友薫輝氏(津市立三重短期大学教

授)る現場の実態と問題克服の方向を報告しました。 

●現在のコロナ禍で抱えている諸課題を、各分野

から報告いただき大変参考になりました。塩川さん

の、「申請主義が中心の保健福祉の仕組みの中で、

健康を守るため保健師はアウトリーチが可能な職種

です」の言葉が印象に残りました。 

●保健所、保育所などのすさまじい職場実態が具体

的にわかりました。その中でも労働者が高いモラール、

エートスパトスを持って頑張っており、そこにはまともな労

働組合があることが大切だと思いました。愛労連の活動

が塩民権を得ていることが力強く感じられます。石川公

園でも強調されていましたが、公務労働の大切さとその一層の拡充が必要であり、その中で新自由主

義のイデオロギー派遣を押し返す動きが始まっています。差が年の社会保障削減の上にコロナ禍で大

変な状況ですが、負けない現場のエネルギーを感じることができました。 

●それぞれ現場の様子がよく分かりました。名古屋の底力にも確信が持てました。塩川さんのレポー

トはすごい。各方面に紹介したいと思います。タイムリーなメンバーでしっかり学べました。 



●社会保障の歴史や現在の状況、不審点や世界の中での日本の位置づけなどさまざまな視点

から社会保障を知ることができました。現地参加限定だけでなくオンライン参加なので参加し

やすい環境だったのも良かったです。学んだことを仕事や日常生活の中で生かすことができる

ようこれからも知識向上に努めます。 

●「少子高齢化が進む中で社会保障に多くの

お金は使えない」、「日本の借金は世界一で消費

税アップはやむを得ない」、「世代間格差の中で

高齢者から子どもにお金の配分を回すことが必

要」といった言説が当たり前のように語られて

いる中、「本当に社会保障に回すお金はないの

か」を問い直す中で、財源問題（格差を広げる

消費税など）の論議を、社会保障の充実ととも

に考えていきたいと思います。 

◎新自由主義の歴史、生産力の質を転換し、温

暖化対策と成長の両立という点など新鮮に学ぶことができました。北欧諸国を福祉の視点だけでなくジ

ェンダー、人権、労組、政治など総合的に把握して優れた社会を作り上げる市民社会がどう形成されて

きたかつかむことが大切だと実感します。                                      

◎意欲的な取り組みに敬意を表します。世代をつなぐ新しい回路を作っていくことは私たちの学び直し

そのものです。個別制度の目まぐるしい変わり方に目を奪われすぎ、全体が見えにくくなっています。村

田氏のような基本の話、概論の話が今大切です。あらためてじっくり聞きたいと思いました。 

最後は、山口一秀氏（中央社保協事務局長）が学習運動行動提起を行い、村松幸久氏（現地副実

行委員長、静岡県社保協）と鎌倉幸孝氏（中央社保協代表委員、日本医労連副委員長）が閉会挨拶を

行いました。 



■ 中央社保協 社会保障誌  
  隔月発行 特集号 定価５５０円 学習会のテキストに活用してください。注文受付ます。 

■ 日本高齢者大会９月２３日、 愛知高齢者大会１１月２６日へのご参加を！ 
■ ９月５日スタンデイング・全国一斉蜂起、９月５日金山総合駅１０時～１１時 
■ ９月７日 秋の署名・運動スタート集会 １８時３０分～労働会館東館ホール 
■ ９月２６日 国保・介護学習交流集会 介護・午前１０時～、国保・１３時３０分 


